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沢村賞、投手三冠など9賞を受賞
1月3日、本町出身の前田健太選手（広島東洋カープ）

に対して、忠岡町より『夢・希望・感動忠岡大貴』が贈ら

れました。

これは、投手の最高栄誉といわれる沢村質をはじめ、投

手三冠など9つの賞をうけられた快挙を称えるとともに、

広く忠岡町の名をひろめていただいた功績に対して贈られ

たものです。

受賞について前田選手は『このように祝っていただける

ことをうれしく思います。今後も、忠岡代表として頑張っ

ていきたい…』と述へられました。これに対して、和田町

長は『日本の代表選手として、体調に留意され、ますます

こ活躍されますよう祈っています。』と語りました。

【夢・希望・感動忠岡大賞（H22年11月設置）】

町からスポーツ、文化、芸術などの分野で、住民に夢・希

望・感動を与え、かつ、広く忠岡町の名前を発信して頂いた

方に対して、その栄誉を讃えるために贈られる貰。文化分野

では昨年花人の赤井　麟氏に贈られました。

▲忠岡ボーイズの激励会の席上、和田町長から大賞の

授賞をうける前田健太選手（1／3）

▼激励会で後輩と写真におさまる前田選手

前田健太選手（1988年生まれ）
忠岡町出身。中学では忠岡ボーイズに所属し活躍。

日本代表選手として選抜され世界大会に出場。我が

国の健勝に貢献し、MVPに逮出された。PL学園

高校卒。（束忠岡小卒／忠岡中学校平成15年度卒）

●

町
か
ら
前
田
健
太
選
手
（
純
増
珊
）
に

『
夢
・
希
望
土
騒
動
忠
岡
央
酋
芸
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優良事業所　朝日銘木（株）様

優良消防団員　寺本公平団員

優良消防職員　和田衛太消防士長

忠岡町防災訓練

●日　時　3月20日（日）9時～11時

●会　場　町民グラウンド

●内　容　避難誘導訓練・初期消火訓練・大声コ
ンテスト・救急救助訓練・炊出し訓練

●コーナー　煙体験・応急手当訓練・各種事業体

展示

●参加団体　消防団・建設業協会・自主防災組織
・泉赤十字特別救護隊・陸上自衛隊

第37普通科連隊第4中隊

【間】自治推進課℡22－1122　消防署℡31－0119

痛
防
出
初
式
訓
練
成
果
を
披
露

■
北
出
自
主
防
災

会
に
よ
る
消
火

栓
操
法
披
露

1
月
9
日
、
大
津
川
河
川
公
園

で
毎
年
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
消
防
署
員
・
団
員
、

各
自
衛
消
防
隊
、
各
自
主
防
災
会

か
ら
総
勢
2
0
0
名
の
精
鋭
が
一

堂
に
集
結
し
、
日
頃
の
訓
練
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
今
年
は
伝
統
的
な

『
は
し
ご
乗
り
操
法
』
が
披
露
さ

れ
、
3
名
の
消
防
職
員
が
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
に
果
敢
に
挑

戦
、
最
後
は
だ
ん
じ
り
う
ち
わ
を

手
に
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
と
、
観
衆

か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
わ
き
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
寒
風

の
中
が
ん
ば
っ
て
演
奏
さ
れ
た
、

忠
岡
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
も

式
典
に
華
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

洞
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ

卸
ソ
ン
聞
催
せ
ま
る
！

ご
声
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

2
月
2
0
日
　
（
日
）

午
前
1
1
時
ス
タ
ー
ト
！

【
忠
岡
町
通
過
予
想
時
刻
】

★
堺
阪
南
線
交
番
附
近

先
頭
通
過
　
午
前
1
1
時
5
0
分

最
後
尾
通
過
　
午
後
1
2
時
5
0
分

■
当
日
の
開
催
の
有
無
に
つ
い
て

は

、

℡

0

1

8

0

・

9

9

7

2

3
4
　
（
2
／
2
0
　
午
前
7
時
～

開
設
）
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

今
回
も
忠
岡
町
国
際
交
流
協
会

（
小
島
保
洋
会
長
）
の
招
へ
い
で
、

本
町
友
好
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ピ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
市
か
ら
3

名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
す
。

【
ラ
ン
ナ
ー
紹
介
】

ポ

ー

ル

・

ジ

ョ

ン

ソ

ン

さ

ん

（
男
性
・
2
3
歳
）

ゼ
ッ
ケ
ン
は
オ
レ
ン
ジ
地
に

黒
文
字
で
6
1
番

ネ

イ

サ

ン

・

ジ

ョ

ン

ソ

ン

さ

ん

（
男
性
・
2
0
歳
）

ゼ
ッ
ケ
ン
は
オ
レ
ン
ジ
地
に

黒
文
字
で
6
2
番

ス

チ

ー

ブ

ン

・

ノ

ー

ド

ン

さ

ん

（
男
性
・
4
9
歳
）

ゼ
ッ
ケ
ン
は
オ
レ
ン
ジ
地
に

黒
文
字
で
6
3
番

転
瞥
覆
I
I

ト
町
長
、
議
会
議
長
な
ど

来
賓
に
よ
る
視
閲
点
検

消
防
表
彰

●



忠岡町男女共同参画計画策定に向けて 
●計画素案のパブリックコメントを実施します。みな 

さんのご意見をお待ちしています。 

期　間　2月18日（金）～3月4日（金） 

場　所　役場（11捌青報閲覧コーナー、5階人権平 

和室）、児童館、図書館、働く婦人の家 
ホpムページhttp＝／／www．town．tadaoka．osaka．jp／ 

●第2回懇話会（10月25日開催）の会議録と資料は 

町ホームページに掲載しています。 

才．別†几舶等に附る人…・援　●

相次いでいます。『戸籍謄本等が不正に取得されてい

るのではないか・』と不審感をお持ちの万がありまし

たら、下記までこ相談ください。

◆相談場所　人権平和室（役場5階）℡22－1122

◆相談時間　9時～17時30分

（お電話での相談もお受けします）

地上テク9／L放琶対応用の簡易な

チコーナー1台の無償給付lZついて

総務省では、経済的な理由により地上デジ

タル放送をまだ視聴できていない低所得世帯

に上記の支援を行っています。

対象となるのは、

（1）生活保護世帯なとでNHK放送受信料

か全額免除の世帯

（2）市町村民税が非課税の世帯

〈申込書（黄色の封筒）は、役場1階
パンフレット置場にあります〉

詳しくは、総務省地デジチューナー支援実

施センターへお問い合わせください。

○放送受信料全額免除世帯への支援

℡0570－033840

0市町村民税非課税世帯への支援

℡0570－023724
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み
ん
な
な
か
よ
し

い
じ
め
な
ん
か

し
な
い
よ
！

～
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
紙
芝
居
～

昨
年
の
1
2
月
1
5
日
、
忠
岡
保
育

所
の
3
～
5
歳
児
に
、
人
権
擁
護

委
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
人
権
紙

芝
居
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
さ
い
組
の
子
ど
も
た
ち
も
し

っ
か
り
と
委
員
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
い
つ
ま
で
も

な
か
よ
く
元
気
で
ね
ー
・

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

公
正
毒
採
用
選
考
を

「
就
職
」
は
、
一
人
ひ
と
り

の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。採
用
面
接
な
ど
の
時
に
、
就

職
差
別
に
つ
な
が
る
家
庭
の
状

況
や
出
身
地
と
い
っ
た
質
問
を

す
る
こ
と
は
、
公
正
な
採
用
選

考
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
職
業

選
択
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め

に
、
応
募
者
本
人
の
適
性
と
能

力
に
基
つ
く
公
正
な
採
用
選
考

を
お
願
い
し
ま
す
。【人

権
平
和
室
】

合
同
特
別
講
演
会

差
別
の
な
い

社
会
を
め
ざ
し
て

～
私
の
手
記
手
帳
よ
り
～

『
幸
せ
な
生
活
を
お
く
り
た

い
』
こ
れ
は
万
人
の
願
い
で
す
。

長
引
く
不
況
の
中
、
社
会
的
弱
者

と
し
て
差
別
さ
れ
る
人
た
ち
の
立

場
に
立
っ
て
『
人
権
と
差
別
』
を

今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
企

業
の
方
、
忠
岡
在
住
在
勤
の
方
、

と
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時
　
2
月
4
日
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

講
　
師
　
桑
原
　
征
平
さ
ん

（
元
関
西
テ
レ
ビ
放
送

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

場
　
所
　
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

1
階
『
弥
生
の
風
ホ
ー
ル
』

和
泉
市
い
ぶ
き
野
5
の
4
の
7

℡

5

7

・

6

6

6

0

申
込
・
問
合
せ
　
忠
岡
町
商
工
会

電

　

話

　

3

3

・

3

2

0

8

F

A

X

　

3

2

・

4

8

8

0

主
催
　
忠
岡
町
商
工
会
・
泉
大
津

商
工
会
議
所
・
高
石
商
工

会
議
所
・
和
泉
商
工
会
議

所

後
援
　
忠
岡
町
・
忠
岡
町
人
権
協

会
・
泉
大
津
市
・
泉
大
津

市
人
権
協
会
二
尚
石
市
・

高
石
市
人
権
協
会
・
和
泉

市
・
和
泉
市
企
業
人
権
協

議
会
・
和
泉
市
人
権
協
会

・
和
泉
市
人
権
啓
発
推
進

協
議
会

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

準
備
は
お
早
め
に

今
年
の
7
月
2
4
日
で
、
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
完
全
移
行
し
ま
す
。
現

在
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
こ
覧
の
方

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

「
私
の
家
で
は
、
地
デ
ジ
が
見

ら
れ
ま
す
か
？
」
「
地
デ
ジ
を
見

る
に
は
、
と
う
す
れ
ば
い
い
で
す

か
？
」
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は

デ
ジ
サ
ボ
ま
で

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡

0

5

7

0

・

0

7

・

0

1

0

1

（
I
P
電
話
）

℡

胃

4

3

3

4

・

1

1

1

1
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▼
平
成
2
3
年

第
1
回
忠
岡
町
議
会
定
例
会

★
日
　
時
　
3
月
1
日
　
（
火
）1
0
時
～

・
傍
聴
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

因
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
納
付

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
や
す

く
す
る
た
め
に
、
平
成
2
0
年
3
月

分

よ

り

ク

レ

ジ

ッ

ト

カ

ー

ド

に

よ

る
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ご
希
望
の
場
合
は
　
「
国

民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
　
（
変
更
）
申
出
書
」
を
年

金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
お
支
払
い
い
た
だ
け
る
保
険

料
は
「
定
額
保
険
料
」
及
び
　
「
付

加
保
険
料
込
み
の
定
額
保
険
料
」

で
す
。
過
去
の
未
払
い
分
及
び
保

険
料
の
一
部
免
除
適
用
保
険
料
に

は
こ
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ま

た

、

ク

レ

ジ

ッ

ト

カ

ー

ド

で

の
毎
月
払
い
　
（
毎
月
の
保
険
料
を

当
月
末
に
立
替
）
　
に
は
割
引
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
年
前
納
及
び
半
年

前
納
の
割
引
額
は
、
現
金
で
納
付

す
る
場
合
と
同
様
で
す
。

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払

い
回
数
は
一
回
払
い
の
み
で
分
割

支
払
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か

じ
め
こ
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
お
支
払
い
は

口
座
振
替
が
お
ト
ク

口
座
振
替
を
こ
利
用
い
た
だ
く

と
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
と
に
行

き
支
払
う
手
間
が
省
け
る
う
え
、

納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

ま
た
、
振
替
方
法
【
1
年
前
納

・
6
ヶ
月
前
納
　
（
上
期
‥
4
月
分

～
9
月
分
・
下
期
‥
1
0
月
分
～
翌

年
3
月
）
・
早
割
　
（
当
月
末
振

替
）
】
　
に
よ
っ
て
保
険
料
が
割
引

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
納
付

書
で
の
支
払
で
も
1
年
前
納
や
6

ヶ
月
前
納
（
4
月
分
～
9
月
分
）

と
　
（
1
0
月
分
～
3
月
分
）
）
　
で
お

支
払
い
た
だ
き
ま
す
と
、
保
険
料

の
割
引
は
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
こ
希
望
の
方
は
、

年
金
手
帳
　
（
年
金
番
号
の
確
認
が

で
き
る
書
類
）
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
ご
持
参
の
上
、
ご
希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所へ。
▼
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
お
申

し
込
み
は
お
早
め
に

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は
、
年

金
事
務
所
へ
の
事
前
登
録
が
必
要

●

と
な
り
ま
す
の
で
、
1
年
分
及
び

6
ケ
月
分
上
期
（
4
月
分
～
9
月

分
）
　
は
2
月
末
ま
で
に
、
6
ケ
月

分
下
期
　
（
1
0
月
分
～
翌
年
3
月

分
）
　
は
8
月
末
ま
で
に
お
申
込
く

だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
一
部
免
除
　
（
一
部
納

付
）
　
の
承
認
を
受
け
て
い
る
方

は
、
「
毎
月
納
付
　
（
翌
月
末
振

替
）
　
の
み
の
こ
利
用
と
な
り
ま

す。
【
問
】
堺
西
年
金
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

・

7

9

0

0

税
　
金
　
　
【
税
務
課
】

▼
町
・
府
民
税
の
申
告

【
申
告
期
間
】

2
／
1
5
（
火
）
～
3
／
1
5
（
火
）

提
出
先
　
忠
岡
町
役
場
税
務
課

開
庁
時
間
　
9
時
～
1
7
時
3
0
分

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑

②
平
成
2
2
年
中
の
収
入
　
（
所
得
）

が
は
っ
き
り
わ
か
る
書
類

◎
給
与
所
得
の
方

源
泉
徴
収
票
・
給
与
明
細
書
等

◎
公
的
年
金
等
の
所
得
の
方

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

◎
事
業
所
得
の
方

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
1
1
期
分

介
護
保
険
料
第
1
1
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
8
期
分

因
定
資
産
税
第
4
期
分

納
期
限
は
2
月
2
8
日
で
す

収
入
と
経
堂
の
わ
か
る
帳
簿
等

※
ほ
と
ん
と
の
方
は
税
務
署
で
の

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す

③
平
成
2
2
年
中
の
支
払
い
が
わ
か

る
社
会
保
険
料
…
証
明
書
、
医

療
費
・
領
収
書
、
生
命
保
険
料

＝
一
般
生
命
保
険
料
・
個
人
年

金
の
証
明
書
、
地
震
保
険
料
…

証
明
書

※
旧
長
期
損
害
保
険
料
に
つ
い
て

も
証
明
書
が
必
要
で
す

【
住
民
税
の
申
告
か
不
要
な
方
】

◎
税
務
署
へ
確
定
申
告
さ
れ
る
方

◎
会
社
か
ら
住
民
税
を
差
し
引
か

れ
て
い
る
方

★
年
金
所
得
者
で
確
定
申
告
を
さ

れ
ず
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方
は
、
申
告
に
よ
り
控
除
が

増
加
し
ま
す
の
で
必
ず
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
2
2
年
分
申
告
と
納
税

・
所
得
税
、
贈
与
税

3
／
1
5
　
（
火
）
　
ま
で

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
3
／
3
1
　
（
木
）
　
ま
で

▼
平
成
2
2
年
分
確
定
申
告

【
申
告
会
場
】

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
1
階

泉
大
津
市
旭
町
2
2
の
4
5

【
開
設
期
間
】

2
／
l
（
火
）
～
3
／
1
5
（
火
）

9
時
～
1
7
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
い

ま
せ
ん
。

【
業
務
内
容
】

所
得
税
（
譲
渡
所
得
を
含
む
）
、

●

消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告
書
の

作
成
と
書
類
提
出
の
受
付
。

※
こ
の
期
間
中
、
泉
大
津
税
務
署

で
は
、
作
成
済
み
の
申
告
書
等

の
受
付
、
納
税
、
納
税
証
明
憩

の
発
行
及
び
用
紙
の
交
付
の
み

を
行
い
ま
す
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
電
車

・
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

自
宅
や
事
務
所
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
で
こ
白
身
の
確

定
申
告
書
等
を
作
成
し
、
そ
の
ま

ま
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
h
t
t
p
＼
＼
w
w
w
n
t
a
g
O
岩

▼
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

【
開
設
期
間
】

2
／
l
石
火
）
～
2
／
1
5
（
火
）

9
時
3
0
分
～
1
6
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
い

ま
せ
ん
。

【
申
告
会
場
】

還
付
申
告
堺
会
場

堺
市
泉
が
丘
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

3
階
　
（
泉
北
高
速
鉄
道
東
ヶ

丘
駅
前
）

福
祉
　
【
い
さ
か
い
支
援
課
】

▼
高
齢
者
の
障
害
者
控
除
認
定

（
所
得
税
・
住
民
税
申
告
用
）

所
得
税
や
町
府
民
税
の
障
害
者

控
除
（
特
別
障
害
者
控
除
）
を
受

け
る
場
合
、
6
5
歳
以
上
の
人
に
つ

い
て
は
、
障
害
者
手
帳
な
と
の
交

付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
そ
の

身
体
の
程
度
が
身
体
障
害
者
等
に



忠岡町議会議員選挙
立候補予定者説明会を開催しま

すので、予定者並びに関係者は出

席してください。

日　時　2月18日唸）午前10時～

会　場　役場3階　研修室1・2

【間】忠岡町選挙管理委員会事務局

＼‥′、＼

■－J！‥J、・■

＼

定r＼・
、■

●●　まいと　てもカート
＼：′　＼　　　　　　　戦が／

一軍育てにゆとり

余裕の環境づくり－

★登録、サービス概要、協賛店舗などの検索は

http／／wwwma】dokodemoJP

【問】℡06－6452－6188

お問い合せ先　【水道課】

この制度は、住民票の写しなどの不正請求や不正取得を防

止するため、住民票や戸籍などを代理人や第三者に交付した

とき、本人にその事実を通知するものです。（事前登録が必

要です）

事前登録の受付開始　2月1日（火）～
◆事前登録の対象者

○本町の住民基本台帳に記載されている人（ただし、他市

町村に転出してから5年を経過している場合、登録でき

ません。）

○本町が作成した戸籍に記載されている人、または戸籍に

記載されたことがある人

◆事前登録に必要なもの

○事前登録を希望する人の本人確認書類（運転免許証・パ

スポート・住民基本台帳カード等、公的機関が発行した

顔写真貼付の証明書）

○代理人（事前登録を希望する人から委任を受けた人）の

場合は委任伏（代理権授与通知書）、未成年者等の法定

代理人力＼申請する場合は、戸籍腰本なとの資格を証する

書類

◆交付事実の証明

○交付した事実の証明が必要な場合は、「交付事実証明書」

の交付申請をしてください。なお証明書の交付は1件に

つき300円の手数料が必要です。

◆交付事実証明書の内容

○交付した日・交付した住民票などの種類

○交付枚数・本人の代理人の住所・氏名

詳しくはホームページまたは、

住民課（℡0725－22－1122）まで
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準
ず
る
も
の
と
し
て
町
長
が
認
定

し
た
人
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
介
護
認

定
の
審
査
判
定
資
料
を
確
認
し
、

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
方
に
対

し
て
、
本
人
ま
た
は
親
族
か
ら
の

申
請
に
よ
り
、
該
当
者
に
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付

し
ま
す
。
交
付
を
受
け
る
と
所
得
税
・
住

民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

児
童
　
【
す
こ
や
か
推
進
課
】

▼
子
ど
も
手
当
の
支
給

平
成
2
3
年
2
月
期
　
（
平
成
2
2
年

1
0
月
～
平
成
2
3
年
1
月
）
　
の
子
ど

も
手
当
を
2
月
1
5
日
　
（
火
）
　
に
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

学
校
教
育
　
【
学
事
課
】

▼
就
学
指
定
校
の
変
更
に
つ
い
て

●
（
就
学
時
）

い
じ
め
、
住
宅
の
新
築
、
そ
の

他
教
育
的
配
慮
を
要
す
る
場
合

■
申
請
期
間
　
～
2
月
2
8
日
ま
で

※
在
学
中
の
変
更
に
つ
い
て
は
随

時
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

〔
㈲
頗
麿
日
日
山

▼
泉
北
就
職
情
報
フ
ェ
ア

合
同
就
職
説
明
会

正
社
員
・
パ
ー
ト
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
方
を
対
象
に
開
催
し

ま
す
。
日
　
時
　
2
月
3
日
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

（
面
接
受
付
は
1
6
時
ま
で
）

会
　
場
　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

（
南
海
泉
大
津
駅
下
車
束
へ
す
ぐ
）

※
事
前
申
込
・
参
加
費
と
も
に
不
要

持
ち
物
　
写
真
添
付
の
履
歴
怒

（
面
接
企
業
分
を
個
人
で
用
意
）

【
間
】
自
治
推
進
課

▼
忠
岡
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
嘱
託
職
員
募
集

忠
岡
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
嘱
託
職
員
1
名
を
募

集
し
ま
す
。

雇
用
内
容
や
申
込
み
等
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
間
】
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

2

2

5

6

▼
岸
城
中
学
校

夜
間
学
級
生
生
徒
募
集

★
対
　
象
　
大
阪
府
内
に
住
む
満

1
5
歳
を
す
き
て
い
て
事
情

が
あ
っ
て
中
学
校
を
卒
業

し
て
い
な
い
人
。

★
授
業
料
　
無
　
料

★
授
業
時
間
　
月
～
金
曜
日

午
後
5
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
受
付
し

て
い
ま
せ
ん
。

【間】
岸
城
中
学
校
　
（
午
後
9
時
ま
で
）

℡

0

7

2

・

4

3

8

・

6

5

5

3

岸
和
田
市
教
育
委
員
会

℡

0

7

2

・

4

2

3

・

9

6

0

7

《
善
意
の
寄
附
》

・
金
6
0
0
7
円

愛
の
福
祉
基
金
（
1
2
月
・
1
月
）

横
田
　
　
登
楼

（
忠
岡
東
3
丁
目
）

屋
外
水
導
管
に
毛

冬
じ
憑
く
を

凍
結
防
止
の
準
備
は

で
き
て
い
ま
す
か
？



府支出金3億6′805万円（61％）

◆平成21年度一般会計決算◆

歳入決算の状況

区　　　　　　　　　　分 剳ｽ成21年度 　A �"�増減額 （A－B） C千日 ���8��(�｢����2�

決算額 　　千円 佇亥ｨｧ｢�����ｫ����

自　　　主　　　財　　　源 �2，875，488 �(�3ツ��3�3��6，457 ���C"�

町　　　　　　　　　　税 �(�33s��3ゴ"�2，387，114 ��#x�3#c"�△0．3 

財　　産　　収　　入 ��Cx�3�#��1，427 ��CX�3s���10，210．3 

146，689 ��38�3イ2�12，846 祷�Cb�

87，646 塔8�33Cb�4，300 店�C"�

73，317 �#�X�3cs"�△132，355 ��#cH�CB�

そ　　　　の　　　　他 鼎��3ゴb�57，629 ��#�h�3ss2�△29．1 

依　　　存　　財　　源 �3，159，136 �8�3c�h�33�"�△447．246 ��#�(�CB�

1，466，816 ���3CC8�3ゴ��22，965 ���Cb�

642，614 �#���3ツ��441，746 �#���C��

町　　　　　　　　　債 �3��3S���1，325，600 ��#�3h�3����△70．6 

府　　支　　出　　金 �3c��3�CR�326，757 鼎��3#モ�12，6 

173，065 ��c8�3�3��9，127 店�Cb�

そ　　　　の　　　　他 �����C�澱�145，368 ��##h�3#s"�△18．1 

6，034，624 塗�3CsX�3C�2�△440，789 ��#h�C��

No532　201121（6）

町税碩
軋80，196岡
平成22年3月末

糸■日18，2．79・鬼

平
成
2
1
年
度

一
決
二
算
二
報
二
量

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
・
企
業
会
計

平
成
2
1
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
が
6
0
億
3
4
6
2
万
4
千

円
、
歳
出
が
6
0
億
6
8
0
4
万
3
千
円
で
、
形
式
収
支
3
3
4
1
万
9
千

円
、
実
質
収
支
（
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し

引
い
た
額
）
　
は
3
7
4
1
万
8
千
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税

が
増
と
な
り
、
財
産
収
入
で
公
民

会
館
跡
地
の
売
却
収
入
が
増
と
な

る
な
ど
で
、
歳
入
全
体
の
一
般
財

源
ベ
ー
ス
で
2
億
2
4
百
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
前
年
度
線

上
充
用
金
か
2
億
6
9
百
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
経
費
の
減

や
、
公
債
費
　
（
返
済
金
）
　
の
減
な

ど
に
よ
り
、
歳
出
全
体
の
一
般
財

源
ベ
ー
ス
で
1
9
百
万
円
の
減
と

な
っ
た
こ
と
で
、
大
幅
な
収
支
改

善
と
な
り
、
単
年
度
収
支
で
は
2

億
3
5
7
6
万
6
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
の
実
質

収
支
が
2
億
7
3
1
8
万
4
千
円

の
赤
字
で
あ
っ
た
た
め
、
実
質
収

支
の
黒
字
化
は
な
ら
ず
、
3
7
4

1
万
8
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

た。



性質別歳出の状況

区　　　分 兌ﾙ�ﾃ#�D�7����B�E ��ﾘﾋ逢｢��禰�ﾄX�｢�i�x冷�（F／E） 　％ 
決算額 　　‾「円 ��x冷�

1，284，300 ���3#S8�3cs2�30，627 �(�CB�

物　　　件　　　費 ���3#S��CSビ�1，10凱590 ��C��3涛r�12．8 

緑　　　出　　　金 ���3�c8�3c���1．092，202 ��##��3S�2�△2．6 

859，723 �(�3�ス�3��"�△1，225，459 ��#S��C��

625，273 田���3s3R�6，538 ���C��

453，151 ���(�3C3"�270，719 ��C��CB�

273，184 ���273，184 丶i�ﾒ�

そ　　　の　　　他 �#Sx�3#�b�403，126 ��#�CX�3��B�△36．2 

6，068，043 塗�3sCH�3泥B�△676，897 ��#���C��

◆会計別決算状況◆　（単位千円）

区　　　　　　　　　分 劔 �� 

6，034，624 塗�4Cc��3�C2�△33，419 

特 別 ノ△． コ三 計 ����2，002，862 �(�3�Cx�3C#"�△144，560 
1，037，961 ���3�3H�3鉄"�3，009 

291，614 �#ス�3�#"�6，592 

5．448 店�33Cr�101 

下水道 �� ���3�c��3�sR�1，191，075 ��#3��3����

11，230 ����3#���1，030 

小　　　　　計 劔10，544，814 ����3sC(�3�c��△197，247 

370，939 �3C(�3�C��28，791 

観取火当たりでみる薦醸
【目的別】

331，968帽

零戚22年3月末人口18，2欄匁

際に成20年度‥367，772円ヨ1

衛　生　彙

ごみ収集や処理

などの費用

40．335円

そ　の　他

議会責、商工・

労働費、農林水

産責など

22．583円

主な事業と決算額

総　務　垂

シヒックセンタ
ーの管理、電算

などの畠用

58′777円

消　防　責

消防、救急など
住民が安心して
暮らすための畠
用

18，023円
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《総務費》

町
制
施
行
m
同
年
記
念
事
業2
7

1

万

円

低
公
害
車
購
入
事
業
　
　
6
4
1
万
円

公
民
会
館
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工
事

1
5
3
4
万
4
千
円

第
5
次
忠
岡
町
総
合
計
画
策
定
事
業

2
9
9
万
8
千
円

忠
岡
町
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
事
業

5
7
万
3
千
円

《
民
生
費
》

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
促
進
事
業
　
　
5
2
8
万
1
千
円

地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
1
9
9
万
5
千
円

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
更
新
工

事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

5

2

7

万

円

街
か
ど
テ
ィ
ハ
ウ
ス
運
営
事
業
3
0
0
万
円

《
衛
生
費
》

健
康
診
査
事
業
1

1

7

7

万

1

千

円

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業

　

　

　

　

2

8

5

万

4

千

円

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
1
長
期
包
括

整
備
運
営
管
理
事
業

3
億
5
6
5
0
万
円

一
般
家
庭
こ
み
指
定
袋
作
成
等

業
務
委
託
　
8
8
8
万
5
千
円

《商工費》

中
小
企
業
振
興
資
金
利
子
補
給

制

度

　

　

　

2

7

8

万

6

千

円

《
土
木
費
》

新
浜
緑
地
保
守
委
託

8
6
3
万
3
千
円

大
津
川
河
川
公
園
管
理
委
託

1
0
9
7
万
3
千
円

鈎
消
防
費
》

高
規
格
救
急
自
動
車
整
備
事
業

3
3
8
0
万
6
千
円

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事
業

1

8

5

1

万

9

千

円

《
教
育
費
》

外
国
青
年
招
致
事
業
　
　
4
4
8
万
円

乗
忠
岡
小
学
校
防
水
改
修
工
事

3
4
0
3
万
5
千
円

町
立
小
学
校
扇
風
機
設
置
等
工
事

1
0
3
9
万
5
千
円

小
・
中
学
校
L
A
N
整
備
工
事
9
0
3
万
円

テ
シ
タ
ル
テ
レ
ヒ
等
購
入
事
業

8
7
4
万
3
千
円

町
民
い
こ
い
の
広
場
整
備
工
事

1
7
9
3
万
9
千
円

図
書
館
図
書
等
購
入
事
業
3
5
6
万
4
千
円



支　出　の　部

生　活　費　　　　391万円（64％）

子どもへの仕送り106万円（18％）

ローンの返済　　　86万円（14％）

家の増改築　　　　22万円（4％）

貯　　　金　　　　2万円（0％）

支出計　　　　　607万円（100％）

の　部

253万円（42％）

211万円（35％）

37万円（6％）

39万円（6％）

4万円（1％）

59万円（10％）

収　入

Aさんの収入

親からの援助

兄姉からの援助

銀行ローン借入

定期預金の解約

そ　の　他

収入計　　　　　603万円（100％）

収入・支出項目の説明

Aさんの収入　　　町税、使用料・手数料．生　活　費　　　　　職員の給与、公共

施設の維持管理豊、各種施

策の経費

子どもへの仕送り　　下水退会言1等特別

会計への繰出金

親からの抜助………地方交付税、国庫補

助金

兄姉からの援助　　府支出金

銀行ローン侶入れ　町伯

●i
t　　　　　　　　　崩し）　　　　　　　　貯　　　金　　　　積立金

よ
く
わ
か
る

平
成
封
年
度

健
螢
化
判
断
比
率

欝
金
不
淀
比
率

■
V
般
会
計
決
算

決
算
額
を
1
0
0
0
分
の
1
に

縮
小
し
て
、
A
さ
ん
一
家
の

家
計
簿
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
…
…

■

■

－

t

■

一

H
A
さ
ん
の
銀
行
ロ
ー
ン
残
高
7
5
2
万
円
…

平
成
2
1
年
度

決
算
に
よ
る
状
況

①
本
町
の
数
値
（　）　は前年度

②
本
町
の
早
期
健
全
化
団
体
基

準
③
本
町
の
財
政
再
生
団
体
基
準

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
歳
入
の
伸
び
が
見
込

に
く
い
た
め
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
早
急
に
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

比
率

普
通
会
計
　
二
般
会
計
、
浜
霊

園
事
業
特
別
会
計
〕
　
の
実
質
赤
字

額
の
標
準
財
政
規
模
※
に
対
す
る

比
率
※
地
方
公
共
団
体
の
標
準
的
な
状

態
で
通
常
収
入
が
見
込
末
れ
る

一
般
財
源
の
規
模
を
示
す
指
標

①
0
・
9
2
％
　
（
6
・
8
7
％
）

②
1
5
・
0
0
％

③
2
0
・
0
0
％

2
1
年
度
は
、
歳
入
が
財
産
収
入

な
ど
の
増
に
よ
り
大
幅
に
改
善

し
、
歳
出
に
お
い
て
も
公
債
費
の

減
な
ど
で
大
幅
に
収
支
が
改
善
し

ま
し
た
が
、
前
年
度
の
赤
字
額
が

大
き
く
、
結
果
と
し
て
3
6
百
万

／
連
結
柴
眉
赤
字
比
率
　
♪

普
通
会
計
に
特
別
会
計
と
水
道

事
業
会
計
を
加
え
た
収
支
合
計
に

お
け
る
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率

①
1
・
4
1
％
　
（
1
0
・
1
8
％
）

②
2
0
・
0
0
％

③
4
0
・
0
0
％

国
民
健
康
保
険
会
計
の
赤
字
額

が
大
善
い
で
す
が
、
全
会
計
に
一
旦

っ
て
健
全
化
を
図
る
必
要
が
あ
り

／
実
官
公
屑
膏
比
率

一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
も

対
象
に
、
一
般
会
計
等
が
負
担
す

る
町
境
に
係
る
元
利
償
還
金
等
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

①
1
7
・
2
％
　
（
1
2
・
9
％
）

②
2
5
・
0
％

③
3
5
・
0
％

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
係
る
町

俵
の
償
還
が
完
了
す
る
平
成
3
0
年

度
ま
で
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
今

後
も
計
画
的
な
起
債
の
活
用
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●

ノ
将
来
負
担
比
率
／

本
町
の
全
て
の
会
計
に
加
え
開

発
協
会
の
会
計
も
含
め
た
負
債
を

対
象
と
し
て
、
将
来
負
担
す
へ
き

負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率①
2
3
7
・
8
％

（
2
3
5
・
9
％
）

②
3
5
0
・
0
％

③
基
準
な
し

数
値
は
基
準
内
で
す
が
、
町
債

残
高
が
1
7
0
億
円
を
超
え
る
な

と
将
来
へ
の
負
担
は
大
き
く
、
計

画
的
に
減
少
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

公
営
企
崇
に
お
け
る

胃
金
不
足
比
率

水
道
事
業
会
計
及
び
下
水
道
事

業
特
別
会
計
に
お
け
る
事
業
の
規

模
に
対
し
て
、
資
金
の
不
足
す
る

比
率【水

道
事
業
会
計
】

①
「
一
」

②
2
0
・
0
％

③
基
準
な
し



老人保健特別会計

【一般状況】

受給対象者数1，656人（対前年度比同）

【経営の状況】
・歳入総額　544万8千円

・歳出総額　534万8千円

・差引　き　　　　10万円の黒字

◆平成20年3月診療分を最後に老人保健制度は終了

する。21年度は、前年度の精算と過誤分となる。

介護保険特別会計

【被保険者数】4，074人（対前年度比19％増）

【認定者数】　769人（対前年度比19％増）

【経営の状況】

歳入総額10億3，796万1千円
・歳出総額10億3，495万2千円

・差引　き　300万9千円を22年度へ繰越し

【給付等の状況】

保険給付垂は、9億5，132万3千円で、

前年度と比べて4，891万7千円、5．4％の

増となりました。

これは、主に介護サービスの受給者1人当

たりの給付額が、増加したことによるもので

す。

介護保険料の
納め忘れは
おりませんか

介護サービスを利用した際の利用者負担は、通常は

かかった費用の1割ですが、保険料を滞納していると

滞納期間に応じて次のような措置がとられます。
・1年以上‥費用の全額をいったん利用者が負担し、

申請により後で保険給付分（9割）が支

払われます。
・1年6か月以上・・保険給付の一部または全部が一時

的に差し止めとなります。

・2年以上…利用者負担が1割から3割

に引き上げられ、高額介護

サービス費が受けられなく

なります。
－－－▲－▲－－－－－‥■－1

笹票だ芸芸裟高齢介護係！
－＿＿＿＿竺望コ聖霊竺誓0聖」
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国民健康保険事業特別会計

【加入状況（H22年3月禾）】
・加入世帯　2，897世帯（対前年度比42％減）

・被保険者数　5，260人（対前年度比36％減）

・加　入　率　28　8％　（対前年度比31％減）

【経営の状況】
・歳入総額　20億286万2千円

・歳出総額　21億4，742万2千円

・差引　き　1億4，456万円の赤字

◆歳出のうち、医療費は13億8，811万1千円

となります。

その他29．873（2．9％）

基金積立金19．468（1．9％）

介護保険
特別会計

後期高齢者医療特別会計

【一般状況（H22年3月末）】

・受給対象者数1′806人（対前年度比42％増）

【経営の状況】
・歳入総額　2億9，161万3千円

・歳出総額　2億8，502万2千円

・差引　き　　　　659万1千円の黒字

◆歳出のうち医療責分は1億3，061万円とな

っています。

（単位　千円）　歳　出　　　　（単位　千円）

保　険　料 �����3�s��40．9％ 

繰　入　金 ��c��3s3b�58．2％ 

そ　の　他 �(�3s�r�0．9％ 

計 �#���3c�2�100．0％ 



水道事業会計

【経営の状況】
・総収入　3億7，093万9千円

受託工事収益の減で対前年度比883％減

新設工事分担金の増で対前年度比214％増

総支出　3億4，214万8千円

原水及ひ浄水員の対前年度比2．2％減

配水及ひ給水畠は対前年度比1．9％減

下水道布設に伴う受託工事重用の増で対前年度比88．1％減

総係員は対前年度比25％増

企業債支払利恵の減で対前年度比120％減

・差引き　2，879万1千円の利益

・利益（累積）剰余金1億2，736万3千円

【給水の状況】
・給水人口18．272人　　・給水件数　6．087件

・総配水量　219万1干パ

・有収水量　202万2干ポ（対前年度比08％減）

【今後の経営】

独立採算の基本に

より一層の効果的な経営を図ります

水道の経営は、すべて使用水量に応じて住民皆様か

ら収められる水道料金でまかなわれています。

本年度についても、一般会計からの定額繰入金の解

水道事業会計決算状況（学割

＜総収入＞

370．939千円

その他
16．475

分担金
19，300

受託工事収益

3．451

＜総支出＞

342．148千円

消などで厳しい状況でしたが、経営努力により黒字と　受託工事

なりました。ひきつづき、収益の根幹をなす水需要の

伸びも期待できない状況でありますが、給水サ【ビス
の維持、向上を図るため、よリー層の効果的な経営に

努めて京いります。

営業外収益4

給水責25．948

忠岡町水道の水質

●　　平成21年度の水道の水質について以下のとおりお知らせします0
数値は、浄水場出口、末端給水栓の平均値をしめしたもので、『良

好に給水』されています。【本町の水道水源は大阪府営水道です】

項　　目 舒�������&ﾂ�浄水場出口 冓i%ｸｸｹ�Y���

一　般　細　菌 ��ﾖﾓ)V�(h,ﾈ�x���H*｣���決屬�0 ���

大　腸　菌　群 佶��+8.ｨ,�*(+�,b�検出せず 佶��+�+r�

10mg／㍑以下 ���C3&ﾖx����vr�1．35mg／■㍑ 

鉄及びその化合物 ���C6ﾖx�钁x決屬�0．01mg／■㍑未満 ���DC6ﾖx����vr�

そ　の化合物 ���C�Vﾖx�钁x決屬�0．005mg／㍑未満 ���C��蒙x����vr�

塩化物イオン �#��顫X�钁x決屬�20．0mg／㍑ ����C�x����vr�

有　機　物　等 �6顫X�钁x決屬�1．0mg／■㍑ ���C�ﾖx����vr�

P　　H　　値 店�C��ﾈ�#��Cb�7．68 度�Cs��

味 ���ﾘ,X,�*(+�,b�異常なし ���ﾘ,�+R�

臭　　　　　気 ���ﾘ,X,�*(+�,b�異常なし ���ﾘ,�+R�

色　　　　　魔 添7��｢�0．5度未満 ���3Y7泳)i��

濁　　　　　度 �)7��｢�0．1度未満 ���C�7泳)i��

総トリハロメタン ���C�ｨX�钁x決屬�－ ���C�&ﾖx�钁r�
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朝
〓
香
や
長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
水

道
管
の
水
は
、
消
毒
用
残
留
塩
素
が
濃
く
な
っ
て

い
た
り
、
水
道
管
に
鉛
管
が
使
用
さ
れ
て
い
た
場

合
は
、
鉛
が
わ
ず
か
に
溶
け
だ
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

通
常
の
使
用
状
態
で
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

念
の
た
め
、
最
初
の
バ
ケ
ツ
一
杯
分
ぐ
ら
い
の
水

は
、
飲
み
水
以
外
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。



下水道事業特別会計

下水道事業へのこ理解と
水洗化のご協力を

下水道は、住民皆さんに、より衛生的で快適な生活をし

ていただくためにも、重要な役割をはたしています。

今後も、経費の節減に努め健全な下水道事業を進める上

にも、住民皆さんの水洗化が必要不可欠です。

下水道は、供用が開始されると3年以内に下水道に接続

しなければならないことになっています。

どうぞこ理解の上、早期水洗化をお願いします。

【下水道普及率・水洗化率の推移】（公示区域内）

年　　度 ��yD�7��18年度 ��僖�7��20年度 �#�D�7��

下水道普及率 涛H�Cr�94，8 涛X�C2�95，9 涛h�C��

水　洗　化　率 都X�C2�76．2 都h�Cb�77．4 塔��CR�

【目的別歳出決算額の状況】

区　　　　　分 �21年度 【A】 �#�D�7����(�｢�二椚減額 （A－B） 【C】 ��ﾘﾋ越b���8��(�"�

総　　　務 白�101，659 �����3sS��908 ���C��

98，746 ���h�33s��△17，633 ��#�X�C"�

87，111 �����3�#b�△21，915 ��##��C��

11，635 度�33S2�4，282 鉄��C"�

56，141 都��3��2�△21，972 ��##��C��

900，529 涛3��3#c"�∠129，733 ��#8�C"�

0 鼎��3����△48，900 丶hﾋ��

繰　上　充　用　金 �34，000 �3H�3����0 ���C��

1，191，075 ���C#S��3S�R�△68，430 ��#X�CB�

【参考】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（FP位　千日・％）

区　　　分 �#�D�7��20年度 ��ﾘﾋ逢｢�（C／B〉 
【A】 ���(�｢�（A－B） 【C】 

人　　件　　北 �38�3�コ�41，617 ��#��3C3"�△20．3 

1うち退職手当 ���0 ���0．0 

改造王事をされる方には
『助成金・融資制度』があります。

町では、水洗化策として融資のあっせん制度

や助成金制度を設けています。ただし、いずれ

か一方の制度しかご利用いただけません。

【水洗化融資あっせん】
・融資限度額　70万円

・融資に係る利息、保証会社の保証料は町か

全額負担

【水洗化助成金】
・個人の家（くみ取り・し尿浄化槽

→水洗化）　2万円

・集合住宅（くみ取り→水洗化）　　1万円

・集合住宅（し尿浄化槽→水洗化）　2万円

【お問い合わせ先】　下水道課
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【歳入決算の状況】　　　　　　　　　　　（単位　千円・96）

区　　　分 �21年度 �#�D�7��＝ ��ﾘﾋ越b���8��(�｢�
【A】 ���(�｢�（A－B） 【C】 

分担金及び負担金 �1，155 �8�3s�"�△2，547 ��#c��3��

使用料及び手数料 �296，831 �#sX�3sCR�21，086 度�3b�

296，799 �#sH�3塔b�21，813 度�C��

32 都S��∠1727 ��#店�C��

国　庫　支　出　金 �26，500 �#8�3����2，700 ����C2�

財　産　収　入 �0 ���0 ���3��

繰　　入　　金 �522，290 鉄s��33sR�△49，085 ��#��Cb�

イ ��521，953 鉄s��3イ��△48，895 ��#��Cb�

337 鉄#r�△190 ��#3h�C��

繰　　越　　金 �0 ���0 ���C��

諸　　収　　入 �199 滴�3c�2�△4，484 ��#店�3��

0 ���0 ���C��

雑　　　　　　　入 �199 滴�3c�2�△4，484 ��#店�C��

町　　　　　　債 �314，100 �3Ch�3#���△32，100 ��#��C2�

282，700 �#C��3#���33，500 ��8�CB�

0 鼎��3����△48，900 丶ilR�

歳　入　合　計 �1，161，075 ���3##X�3S�R�△64，430 ��#X�C2�



1月10日、ふれあいホールで平成23年忠岡町成人式

がおこなわれました。

式には141人が参加する中、新成人代表による所信表

明をはじめ、来室からのお祝や励まし、なつかしい中学校

時代の恩師の紹介などがあり、新出発の門出を飾る成人式

でした。【今年の新成人総数は169人（男79人・女90人）】

真義芸宅孟窯主要
0に一反式かか

…毒筆董牽蔓豊警

資参常ま　り』（
任　り　にでま　と　忠
を・ま加のせい　岡
持すえ　白ん　う　東

言詔書0嘉子
と　し　ら兄　　を　日

も　て、っ　　胸）

忘、着め　　に
れそ　実な　　歩

＝謝辞朗読＝

田中　宏幸さん（忠岡東1丁目）

▲和田町長に謝辞を述べる田中さん

成人の日をこのように迎えられること

ができましたのも、20年間私たちを支

えてくれた両親、諸先生・先輩方、そし

てこの忠岡町の皆様のおかげであると深

く感謝しております。

これからは、社会人として多くの義務

や権利を与えられ、その行動全てについ

て責任を持たなければならないことを考

えると、成人することの重大さを改めて

感じますが、何事にも諦めず、若さと意

欲をもって、社会や町の発展のために貢

献できるよう、日々精進して参りたいと

考えております。
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▲和田町長、藤田議会議長、藤原教育委員長とともに

『平和の鐘』の打ち鳴らしに参加した新成人代表のみなさん

ほんまにええの？その振り込み！

★だまされないで！

振り込め詐欺に注意！

泉大津警察署管内防犯協議会事務局の移転

防犯協議会事務局は、平成23年1月24日

（月）より新事務所において事務を行ってお

ります。（ただし土・日・祝日・水は除く）

1．新事務所（泉大津市役所臨時駐車場南

側建物の2階）

〒595－0026　泉大津市東雲町9番3号

泉大津市地域安全センター内

2．TEL／FAX O725－22－0150

3．その他・事務局において「ひったくり

防止カバー」「ナンバープレート盗難防

止ネジ」を販売しております。

泉大津警察署管内防犯協議会・泉大津警察署

（13）　No532　201121
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第5次思阿町総合計画（素案）に対する

こ塩見を幕リさします！‾‘■J？ト1γ＿、チ1r十？、Y▼■■ヽ＿＿ノ＿＿†

このたび、今後の本町の総合的なまちづくりの指針となる「第5次忠岡町総合計画

の基本構想（素案）、基本計画（素案）」がまとまりましたので、これを公表し、皆さ

んからのご意見等をお伺いするパブリックコメントを実施します。

はじめに

忠岡町では、平成12年度に第4次総合計画の策定を行い、

総合計画に基づきまちづくりを行ってまいりました。平成

22年度目標年次を迎えるにあたり、平成23年度からの第5

次総合計画策定の取り組んでおります。

総合計画とは、将来のまちづくりの基本理念や将来像、そ
の将来像を実現するための政策の方向性、政策を実現する

ための施策などを示すもので、基本構想、基本計画、実施

計画からで構成されています。

自治体が行っている様々な事業や行事、都市基盤

整備などは、この総合計画を基に実施しています。

（地方自治法第2条第4項）

ご意見応募方法

住所、氏名、連絡先を記入の上、以下のいずれかの　・電子メールの場合　koho＠towntadaokaosakaJP

方法で提出してください。　　　　　　　　　　　　　　　　※電話による受け付けはいたしません。

様式は問いませんか、意見提出用紙は、下記の場所　■意見等の取り扱い：提出いただいたこ意見等を考慮

に備え付けのほか、町ホームページからもタウンロー　　　して計画（案）を検討します。こ提言等の概要と

●

ドできますのでご利用ください。

★第5次忠岡町総合計画基本構想（素案）、基本計画

（素案）の閲覧場所並びに意見提出用紙据付け場所
・政策推進担当（役場5階）

・情報閲覧コーナー（役場1階）

・図書館　　　　・町ホームページ

■提出期限・提出方法・提出先

2月17日（木）締切
・持参の場合　忠岡町役場5階　政策推進担当

・郵送の場合

〒595【0805　大阪府泉北郡忠岡町忠岡東1丁目34

番1号　忠岡町政策推進担当　宛

※郵送の場合は2月17日（木）の消印有効
・ファクシミリの場合　0725－22－0364

それに対する町の考え方なとについて、ホームペ
ージ等により一定期間公表いたします。個別の回

答は行ないませんので、こ了承ください。

お問い合わせ先　忠岡町役場町長公室政策推進担当

TEL O725－22－1122（内線135、136）

FAX O725－22－0364

メールアドレス／koho＠towntadaokaosaka」P

第5回総合計画審議会開催のお知らせ 
●日時：2月28田（月）9時30分から　　　　　　★審議会資料の閲覧場所について…審議会の会議で 

●場所：シビックセンター3階　研修室1・2　　　配布された資料ならびに会議録は、ホームページ 

●議題：第5次忠岡町総合計画基本構想（案）、基　　上で公開しているほか、以下の場所で閲覧できま 

本計画（案）等について　　　　　　　　　　す。どうぞご利用ください。 

※総合計画審議会は傍聴できます。受付は30分　　　　役場1階情報閲覧コーナー、5階政策推進担 

前からで定員は10人（先着順）　　　　　　　　　　当、図書館 
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◆計画の期間

平成23年度（2011年度）～平成32年度（2020年度）

◆計画の視点

①町を経営するという視点

②みんなで共有するという視点

③まちの強みを最大限に活かすという視点

④広域連携を図るという視点

まちの将来像　　　　＜基本戦略＞

（15）　Ho532　201121

人が輝く

まもづくり

星至・星咄な

まもづくり

◆将来の想定人口

平成32年度（2020年度）の人口を

17′200人～18′000人と想定しています。

＜基本目標・基本施策＞

★1．まちの将来を担う人材を育てます

①生きる力を培う学校教育の推進

②子どもや若者の健全育成の推進

③生涯学習の推進

④生涯スポーツの推進

⑤地域文化の継承

★2．人にやさしい健康福祉の地域をつくります

（か健康づくりの推進

②子育て支援の充実

③高齢者福祉の充実

④障かい者（児）福祉の充実
⑤地域の絆で支え合う地域福祉の推進

⑥社会保障制度の適正な運営

★3．個性を認め合う社会をつくります

①平和で人権が尊重された社会の形成

（∋男女共同参画社会の推進

③多文化共生社会の形成

★4，モノや環境を大切にし、暮らしの豊かさにつな

げます

①地球環境保全の推進　　②循環型社会の推進

③地域環境保全の推進

★5．安全・安心な明るい暮らしを確保します

①危機・防災・減災対策の推進
②防犯・交通安全対策の推進

③消防・救急救命体制の推進

適で‡ 呑ふれる づくり ��｣h�I&闔hﾆ��/�辷*h.伜仂h,ﾉYﾈｨ�/�-�+H+X-ﾈ+r�
（か既存商工業の振興 

②地域に根ざした新たなビジネスの創出・発展 

③農業・漁業の振興 

★7，快適で利便性の高い生活・都市基盤を充実します 

①生活・都市基盤の充実 

②計画的なまちづくりと良好な住宅の誘導 

③水と緑の環境の保全　　　④上下水道の充実 

自蔓と協働の

まもづくり

★8．効率的・効果的な行政経営を進めます

①効率的な行政運営の推進

（∋行財政改革の推進

③地域情報化の円滑な推進　④広域連携の推進

★9．住民参画を促す環境づくりを進めます

（D開かれた町政の推進

②住民が主体となったまちづくり活動の促進

③協働のまちづくりの仕組みづくリ
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基本構想に基づいて、4つの基本戦略、9つの基本目標ごとに

施策の方向を定め、まちづくりを進めていきます

基本目標1　まちの将来を担う人材を育てます

◆生きる力を培う学校教育の推進
（⊃幼児教育の充実

O「確かな学力」を培う義務教育の推進

O「豊かな人間性」を培う義務教育の推進

（⊃健やかな心と体づくりの推進

○特別文枝教育の推進

○学校教育環境の充実

○家庭や地域の教育力の活用

◆子どもや若者の健全育成の推進

○子どもや若者の総合的な育成支援施策の推進

○健全育成活動の促進

●

●

○自主的活動への支援

◆生涯学習の推進

○生涯学習推進体制の整備

○生涯学習によるまちつくりの推進

○生涯学習機会・場の充実

◆生涯スポーツの推進

○生涯スポーツの振興

○生涯スポーツ施設の充実

◆地域文化の継承

○文化・芸術活動の充実

○地域の歴史・文化の活用と継承

基本目標2　人にやさしい健康福祉の地域をつくります

◆健康づくりの推進

○ライフステージに応じた保健サービスの充実

○自主的な健康づくりの促進

○感染症予防対策の推進

○食青の推進

○地域医療の充実

◆子育て支援の充実

○子どもと親の健康つくりの推進

○子ともの権利擁護の推進

（⊃地域における子育て支援の推進

○保育サービスの充実

○援助が必要な家庭への支援の充実

◆高齢者福祉の充実

○高齢者が活躍できる場の創出

○介護予防対策の推進

（⊃地域生活支援体制の充実

○高齢者の権利擁護の推進

◆障がい者（児）福祉の充実

○早期発見・療育体制の充実

○相談支援・在宅支援サービスの充実

○社会参加の促進

◆地域の絆で支え合う地域福祉の推進

○地域福祉活動の推進

○地域福祉の担い手の育成

○福祉のまちつくりの推進

◆社会保障制度の適正な運営

○国民健康保険制度の適正運用

○介護保険制度の適正運用

○国民年金制度の啓発活動

○生活保護受給世帯に対する自立の援助

基本目標3 個性を認め合う社会をつくります
◆平和で人権が尊重された社会の形成

○非核平和のまちづくりの推進

○人権啓発の推進　　　　○人権の擁護

◆男女共同参画社会の推進

○男女共同参画意識の醸成

○男女がともに活躍で喜る環境整備

○男女がともに安心して暮らせる環境整備

◆多文化共生社会の形成

○国際感覚をもつ人づくり

○国際交流の促進　　○多文化共生社会の構築

基本目標4　モノや環境を大切にし、暮らしの豊かさにつなげます

◆地球環境保全の推進

○環境意識の高揚

○環境共生の取り組みの支援・育成

○環境にやさしい身近な取り組みの普及促進

○環境教育の推進

○事業所等における環境保全活動の促進

○省エネルギー・新エネルギー化の推進

○地球温暖化対策実行計画の推進

◆循環型社会の推進

○ごみの減量化・再資源化の推進

○こみ処理体制の充実

◆地域環境保全の推進

○公賓防止対策の推進

○地域における美化活動の推進

○衛生環境の向上

ND532　201121（16）



基本目標5

◆危機・防災・滅災対策の推進

○防災コミュニティの育成

○実践的な危機管理・防災体制

づくり

○防災施設・基盤の充実

○建築物の耐震化・不燃化の促

進

安全・安心な明るい暮らしを確保します

◆防犯・交通安全対策の推進

○自主防犯意識の高揚

○子とも達を犯罪から守る取り

組みの推進

○防犯施設の整備

○地域の防犯活動拠点の整備

○交通安全意識の高揚

○交通安全対策の推進

○消費者意識の向上と相談窓口

の充実

◆消防・救急救命体制の充実

○公設消防力の強化・充実

○地域消防力の強化・充実

○救急・救助対策の充実

基本目標6　地域経済を支える産業の復活をめざします

◆既存商工業の振興

○既存企業の体質強化支援

○地場産品や新商品の販路拡大に向けた支援の検討

○商業・サービス機能の活性化

○次代を担う若手経営者の育成

○雇用・就労支援の充実

◆地域に根ざした新たなヒジネスの創出・発展

○忠岡ブランドの創出と新たなビジネスへの展開

○コミュニティ・ビジネス起業等への支援

○集客資源の発掘・創出とビジネス化

◆農業・漁業の振興

○都市型農業の確立促進

○漁業経営の多様化の促進

○農業・漁業に対する理解の促進

基本目標7　快適で利便性の高い生活・都市基盤を充実します

◆生活・都市基盤の充実

○道路網の充実

○公共交通サービスの充実

○公共施設の適切な維持管理

○墓地・斎場の整備

◆計画的なまちづくりと良好な住宅の誘導

○計画的な土地利用の推進

○既成市街地の安全性・快適性の向上

○良質な住宅の確保

◆水と緑の環境の保全

○公園・緑地の計画的な整備の検討

○みとり豊かなまちづくりの推進

○河川の適正な維持管理と活用の促進

○水辺環境の向上

◆上下水道の充実

○水道の安定供給の推進

○水道事業の健全経営の推進

○効率的・経済的な下水道整備と既存施設の長寿

命化の推進

○水洗化の促進

○下水道会計の健全化

○適切なし尿処理体制の維持

基本目標8　効率的・効果的な行政経営を進めます

◆効率的な行政運営の推進　　　　　　　　　　　　　○財源の確保　　　　　　○財政の計画的運営

○組織の合理化と柔軟な執行体制の確立　　　　　◆地域情報化の円滑な推進

○行政評価システムの導入　　　　　　　　　　　　○地域情報化の推進　　　○行政情報化の推進

○戦略的な行政運営の推進　　　　　　　　　　◆広域連携の推進

○職員の能力開発の推進　　　　　　　　　　　　○広域的な連携の推進

◆行財政改革の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　○広域行政の調査・研究の推進

基本目標9　住民参画を促す環境づくりを進めます

◆開かれた町政の推進　　　　　　　　　　　　　　◆協働のまちづくりの仕組みづくり

○広報・公聴活動の充実　　○情報公開の推進　　○我がまち意識の高揚

◆住民が主体となったまちづくり活動の促進　　　　　○協働のまちづくりを進めるしくみづくり

○コミュニティ意識の醸成と活動の促進　　　　　　○新しい公共への支援

○公益活動の促進　　○活動を担う人材の育成
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税務（無料）相談のご案内
商工会顧問税理士による個別無料相談です。

所得税、個人消費税など平成22年分の確定申告

個別相談にお答えいたします。

と　き　2月18日・25日（金）13時～16時

ところ　商工会会議室

■相談は無料ですが事前にお申し込みください。

軋卯W化几／∧ほM侶
関西国際空港情報

★ユナイテッドア0－ズの

新店舗オープン！

旅客ターミナルビル3階に、ユナイテッドア

ローズグループの旅を提案する新ストアフラン

ド『THE AIRPORT STORE UNITED ARRO

WS LTD』がオープンします。

『THE AIRPORT STORE UNITED ARRO

WS LTD』は、様々な　r■旅”をイメージした

ショップです。ユナイテッドアローズグループ

が扱う商品群の中から選び抜いたアイテムに、

空港限定のオリジナル商品が加わった、バラエ

ティに富んだ品揃えとなっており、「TRAV［LJ

「BUSINESSJ「DAILYJ「G］FT」のテーマでメ

ンズ・ウィメンズウエアから服飾雑貨までを幅

広く取り揃えております。

●開　　業　2011年2月3日（木）

●営業時間　7　00～2130

●場　　所　旅客ターミナルビル3階　北側

No532　201121（18）

●

商
工
会
だ
よ
刃
摘
㍍
摘
録

平
成
2
2
年
分
　
確
定
申
告
相
談
の
ご
案
内

●
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
3
月
1
5
日
ま
で

●
個
人
事
業
者
消
費
税
は
3
月
3
1
日
ま
で

商
工
会
で
は
、
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
皆
様
の
平
成
2
2
年
分

決
算
申
告
個
別
相
談
を
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

日
　
時
　
2
月
7
日
㈲
～
3
月
7
日
㈲
　
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

い
ず
れ
も
9
時
～
1
7
時
　
（
正
午
～
1
3
時
を
除
く
）

場
　
所
　
忠
岡
町
商
工
会
館
1
階

ご
相
談
に
あ
た
っ
て
次
の
書
類

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
2
1
年
分
と
今
回
送
付
さ
れ
て
喜

た
2
2
年
分
の
申
告
書
・
決
算
書

・
印
鑑

＊
昨
年
1
年
間
の
売
上
　
（
収
入
）

・
仕
入
・
経
費
金
額
の
わ
か
る

も
の

＊
昨
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
等
の
額

が
わ
か
る
も
の

＊
国
民
年
金
保
険
料
・
国
民
年
金

基
金
掛
金
の
控
除
証
明
書

＊
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
小
規

模
企
業
共
済
等
の
控
除
証
明
書

＊
医
療
費
の
領
収
召
（
昨
年
中
に

支
払
っ
た
も
の
）

＊
土
地
・
建
物
・
株
式
の
売
買
が

あ
っ
た
場
合
は
事
前
に
お
間
合

せ
く
だ
さ
い
。

＊
期
末
商
品
等
の
棚
卸
在
庫
金
額

の
わ
か
る
も
の

忠
岡
川
柳
会
（
禦
声
）
　
鷹
峰
基
秀
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

○
ケ
イ
タ
イ
で
笑
っ
て
話
を
読
ん
で
い
る
　
　
　
　
西
川
　
枠
謡

※
句
の
よ
う
な
　
「
会
話
せ
ず
に
会
話
す
る
」
世
に
な
り
ま
し
た
。
小
生
は
こ

の
風
潮
に
戸
惑
い
が
ち
で
す
。
「
話
を
読
む
」
と
の
穿
っ
た
表
現
が
素
暗

◎
詳
細
は
、
商
工
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ら
し
い
。

○
小
心
者
電
話
じ
ゃ
で
か
い
喚
呵
切
り

○
分
か
る
の
か
オ
レ
に
掛
か
ら
ぬ
詐
欺
電
話

○
ケ
イ
タ
イ
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
切
れ
た
と
呼
ぶ
ト
イ
レ

○
電
話
帳
ひ
ら
い
て
今
日
も
職
探
し

電
話
で
っ
せ
タ
ン
ス
の
中
で
呼
ん
で
い
る

久
々
の
友
の
電
話
は
選
挙
用

電
話
帳
医
者
と
葬
儀
屋
威
張
っ
て
る

る
み
ち
ゃ
ん
に
　
「
好
き
」
と
伝
え
た
糸
電
話

電
話
で
も
文
で
も
言
え
ぬ
逢
う
瀬
ま
で

頼
み
ご
と
い
つ
も
電
話
で
言
う
夫

あ
の
時
の
　
「
好
き
」
　
の
電
話
で
共
白
髪

電
話
で
は
言
え
ぬ
話
と
謎
め
か
す

い
い
話
電
話
の
声
も
弾
ん
で
る

電
話
で
は
顔
は
見
え
な
い
声
美
人

棚
の
隅
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
泣
い
て
い
る

声
量
で
慶
弔
電
話
使
い
分
け

電
話
口
や
っ
と
出
た
の
に
鳴
り
止
む
な

安
否
確
認
の
電
話
に
転
ぶ
母

電
話
す
る
相
手
も
い
な
い
淋
し
い
日

お
袋
に
嘘
も
交
え
る
電
話
口

岡

川

　

　

衛

正
木
　
仲
明

川
崎
ア
イ
子

山
田
　
典
和

吉
田
　
光
子

吉
田
　
友
三

桐
谷
　
英
樹

杉

谷

　

晶

三

勝
又
栄
美
子

藤
田
志
津
意

上
田
　
克
子

砂
原
　
久
子

藤
本
ト
ミ
エ

神
山
　
芳
子

上
川
　
睦
男

烏

谷

　

　

猛

大

槻

　

　

緑

三
嶋
　
ア
イ

西
川
リ
ヨ
子

選

　

　

　

者

4
3
…
銅
誓
拒
㌶
招
5
5
絹
㍗
ず
れ
も
一
人
五
句
ま
で
）

※
多
く
の
方
の
投
句
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
カ
キ
ま
た
は
封
書
で
「
〒
究
干
天
〇
四
　
馬
瀬
1
丁
目
1
7
1
1
1

「
忠
岡
川
柳
会
」
鷹
峰
基
秀
宛
　
（
℡
3
2
・
4
8
4
3
）

次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
　
2
月
2
0
日
　
（
冒
）
　
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）



忠
岡
町
句
会

金
銀
に
光
る
濠
波
鴨
遊
ぶ

手
探
り
つ
つ
母
が
歌
ひ
し
手
毯
唄

寸
土
と
て
つ
く
る
喜
び
鍬
始

紐
電
車
園
児
乗
せ
来
て
初
詣

寒
の
芽
の
ふ
く
ら
み
て
揺
れ
空
音
し

手
毯
唄
知
ら
ぬ
子
多
し
悲
し
け
れ

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

竹
中
三
律
子

奥

野

一

郎

田
辺
紗
登
子

松
島
　
信
雄

前
川
　
絹
代

な
つ
か
し
く
男
女
間
は
ず
に
手
毯
つ
く

八
陣
の
庭
凍
て
て
を
り
石
も
木
も

窓
ぬ
く
し
城
の
全
景
飲
め
込
み
て

手
毯
唄
好
き
な
と
こ
ろ
は
繰
返
す

眼
が
合
ひ
し
鴨
近
寄
ら
ず
遠
の
か
ず

初
刷
の
新
聞
ど
か
と
届
き
た
る

ス
ト
ー
ブ
に
ま
づ
手
を
ぬ
く
め
介
護
す
る

遠
さ
日
の
父
の
読
み
癖
歌
留
多
と
り

●

西
谷
　
祥
子

花
野
　
久
子

花
野
　
昭
子

井
上
久
美
子

藤
野
　
清
子

金
田
　
芳
子

赤
松
　
朝
子

清
座
　
晴
子

一
人
住
む
に
は
広
書
家
寒
灯

硝
子
越
し
巽
降
る
庭
眺
め
を
り

万
両
の
深
さ
く
れ
な
ゐ
大
原
陵

学
舎
の
城
近
く
し
て
初
句
会

一
握
の
撒
き
餌
に
鴨
の
右
往
左
往

高
橋
あ
い
子

田
辺
千
鶴
子

西
村
　
瑞
穂

三
嶋
　
桃
代

櫻
井
恵
美
子

次
回
　
二
月
三
日
　
（
木
）
　
文
化
会
館
　
締
切
二
時

兼
題
　
立
春
・
梅

＼
束
も
一
㌔
束
も
・
束
毎
束
恵
竜
束
．
㌔
″
㌔
一
′
㌔
′
㌔
．
㌔
．
＼
．
㍉
東
夷
も
も
も
毒
1
滝
も
も
九
㌔
ノ
㌔
．
㍉
．
㌔
√
㌔
．
㌔
・
．
㌔
一
㌔
も
束
．

忠
岡
後
教
教
室
諒
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

緒
は
く
す
み
昔
の
と
は
し
き
母
の
下
駄
わ
が
足
裏
　
（
あ
な

う

ら

）

　

に

ひ

び

く

や

さ

し

さ

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

※
黒
ず
ん
だ
鎚
緒
は
つ
や
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
歯
は
磨
り
減
っ

て
い
て
、
か
ら
こ
ろ
と
軽
快
な
昔
も
乏
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も

う
履
か
れ
る
こ
と
の
な
い
母
上
の
下
駄
。
懐
か
し
さ
と
共
に
履
い

て
ご
ら
ん
に
な
っ
た
作
者
の
胸
に
溢
れ
る
母
御
へ
の
お
も
い
。

同
族
が
砲
を
撃
ち
合
う
分
断
の
国
を
捨
て
得
ず
祖
国
と
呼

び

釆

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

忠

　

亀

※
昨
年
十
一
月
二
十
三
日
の
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国
・
延
坪
揖
（
ヨ
ン

ピ
ョ
ン
ト
）
　
へ
の
砲
撃
事
件
に
驚
愕
し
恐
怖
を
覚
え
た
。
そ
し
て
、

朝
鮮
戦
争
は
終
戦
で
は
な
く
休
戦
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

た
。
此
の
一
眉
に
作
者
の
祖
国
へ
の
愛
と
苦
悩
が
深
く
ひ
び
く
。

乾
杯
を
九
十
五
歳
の
発
声
で
笑
顔
ひ
ろ
が
る
い
よ
や
か
の

辣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

※
先
ず
作
品
全
体
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
楽
し
く
な
る
。
「
い
よ
や
か
の
郷
」
に
集
ま
っ
て
お
ら

れ
る
人
数
は
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、
「
笑
顔
ひ
ろ
が
る
」
の
表

現
が
数
十
人
を
思
わ
せ
る
。
沢
山
の
笑
顔
の
中
に
い
る
気
分
。

孫
の
問
う
昔
の
く
ら
し
懐
か
し
く
井
戸
、
竃
　
（
か
ま
と
）

盟
　
（
た
ら
い
）
　
思
い
出
語
る
　
　
　
　
　
金
　
　
寿
子

張
替
え
の
襖
の
縁
を
外
す
昔
師
走
の
店
に
ト
ト
ン
ト
ン
ト

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

包
み
解
く
能
登
の
潮
に
育
み
し
若
布
の
匂
い
清
々
し
か
り

山
本
ア
イ
子

痛
む
膝
庇
い
て
歩
く
こ
の
町
も
右
へ
右
へ
と
傾
く
気
配

田

中

　

成

幸

寝
て
い
て
も
な
に
も
出
な
い
と
言
い
書
か
せ
起
き
て
動
く

と
独
り
居
の
義
姉
（
あ
ね
）
　
　
　
　
　
　
武
津
　
富
子

「
な
っ
ち
ゃ
ん
は
ね
、
な
の
は
っ
て
い
う
ん
だ
」
歌
い
つ

つ
子
守
を
熟
（
こ
な
）
　
す
小
春
ひ
と
時
　
中
村
ハ
ル
ミ

本
日
で
閉
店
し
ま
す
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
貼
り
紙
は
風
に
ひ

ら

ひ

ら

揺

れ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

孫
ひ
と
り
中
心
に
お
き
何
事
も
計
画
な
さ
れ
集
う
楽
し
さ

伴
　
美
都
子

暮
れ
な
ず
み
東
寺
の
塔
の
金
色
　
（
こ
ん
じ
き
）
　
の
イ
ル
ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

輝

き

を

増

す

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

こ
こ
ち
良
く
部
屋
の
奥
ま
で
陽
の
射
し
て
束
の
間
犬
と
日

向

ぽ

こ

な

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

清

水

一

恵

状
況
を
訴
え
路
傍
の
少
年
の
大
き
な
瞳
ユ
ニ
セ
フ
の
文

官
里
　
英
彦

バ
ラ
の
花
今
日
は
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
八
十
八
歳
輝
い

て

い

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

華

喜
び
の
年
な
れ
か
し
と
祈
り
つ
つ
新
年
（
に
い
ど
し
）
迎

う

わ

れ

七

十

七

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

荒
れ
く
る
う
時
節
は
ず
れ
の
は
た
た
神
負
け
ず
に
挑
み
鳴

き

上

ぐ

る

文

太

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

花

野

　

繁

紀

院
内
の
デ
イ
ル
ー
ム
に
座
し
久
び
さ
に
　
「
有
悠
無
憂
」

（
ゆ
と
り
あ
れ
ば
う
れ
い
な
し
）
読
む
　
三
平
　
静
子

小
鳥
囁
く
高
台
寺
庭
も
み
じ
し
て
赤
紅
朱
い
ろ
夢
の
ご
と

し

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子



（○印は休館です）
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の
出
会
い
、

町
匪
書
館

℡
3
3
・
1
1
5
3

水
～
日
曜
日
　
　
川
疇
～
相
棒

土

　

5

　

1

2

　

1

9

　

2

6

金
4
⑭
1
8
2
5

木

　

3

　

1

0

　

1

7

　

2

4

水

　

2

　

9

　

1

6

　

2

3

火
①
⑨
⑯
㊧

月
　
⑦
⑲
⑪
⑳

日

　

6

1

3

2

0

㊨

新
着
図
書
案
内

《一般書》

美
し
さ
身
辺
整
理
　
　
竹
臣
真
砂
子

告
発
・
現
代
の
人
身
売
買

テ
ィ
ウ
ィ
ッ
ド
・
パ
ッ
ト
ス
ト
ー
ン

共
通
番
号
－
国
民
I
D
の
す
べ
て
ー

榎
並
　
利
博

大
人
の
超
ネ
ッ
ト
マ
ナ
ー
講
座

石
原
壮
一
郎

「
い
な
か
」
お
こ
し
ー

首
都
感
染

白
い
し
る
し

烙
印
飛
水
モ
ル
フ
工
ウ
ス
の
領
域

祝
福
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

陽
た
ま
り
幻
想
曲

K
G
E
R
O
U

チ
ボ
の
狂
要

信
田
　
和
宏

高
嶋
　
哲
夫

西
　
加
奈
子

天
野
　
節
子

高
樹
の
ぶ
子

海

堂

　

　

尊

長

嶋

　

　

有

中
島
　
京
子

楊

　

　

　

逸

斎
藤
　
智
裕

メ
ル
ス
ト
ー
ン
館
の
不
思
議
な
窓

タ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
∴
ソ
ヨ
ー
ン
ズ

た
れ
耳
お
お
か
み
の
ジ
ョ
ン

き
む
ら
ゆ
う
い
ち

ひ
ゅ
ー
ど
ろ
ど
ろ
か
ペ
に
ゅ
う
ど
う

角
野
　
栄
子

プ
ル
ル
ル
ル
　
は
る
は
ま
だ
？

イ
ル
ソ
ン
・
ナ

お

に

は

そ

と

　

　

　

　

　

せ

な

け

い

こ

ト
リ
コ
ラ
ス
の
逆
襲
　
　
長
谷
川
栗
平

マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ

《
児
童
書
》

自
然
に
学
ぶ
も
の
．
つ
く
り
図
鑑

P
H
P
研
究
所

ふ
ゆ
の
あ
そ
び
　
　
　
竹
井
　
史
郎

ル
ル
と
ラ
ラ
の
わ
く
わ
く
ク
レ
ー
プ

あ
ん
ひ
る
や
す
こ

ぽ
く
ら
の
最
後
の
聖
戦
宗
田
　
　
理

【
バ
レ
ン
タ
イ
ン
特
集
】

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
お
菓
子
の
作

り
方
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
本
な
ど
を

特
集
し
て
い
末
す
。

【
江
～
戦
国
特
集
～
】

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
で
あ
る

「
江
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
戦
国

時
代
を
知
る
本
を
特
集
し
て
い
ま

す。

＝
お
は
な
し
芸
＝

毎
週
水
曜
日
、
午
後
3
時
か
ら

図
書
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。●

再
就
職
の
た
め
の

セ
ン
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

＆
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

【
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
】

と

　

き

　

3

／

2

・

4

・

9

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

【
A
コ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
】

【
8
コ
ー
ス
・
エ
ク
セ
ル
】

と

　

き

　

2

／

2

3

～

3

／

3

1

《
水
・
木
・
土
の
8
日
間
》

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
地
階
会
議
室

講
　
師
　
黄
瀬
紀
美
子
氏
（
㈲
ア
イ

・
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
社
長
）

対
　
象
　
求
職
中
の
女
性
・
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
可
能
な
方

定
　
員
　
セ
ミ
ナ
ー
　
　
　
3
0
名

A
・
B
コ
ー
ス
各
1
0
名

参

加

費

　

各

2

0

0

0

円

（
A
・
B
コ
ー
ス
の
み
）

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き

往
信
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
、
動
機
を
記
入

し
、
返
信
用
面
に
住
所
、
あ
て

名
を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
。

〒

5

9

5

・

0

8

1

3

忠
岡
町
忠
岡
南
1
の
1
8
の
1
7

『
再
就
職
の
た
め
の
セ
ン
ス
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
＆
パ
ソ
コ
ン
講

習
会
』
宛

締
　
切
　
2
／
1
3
到
着
有
効

※
受
講
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
返

信
は
が
き
で
ご
通
知
し
ま
す
。

ス
イ
ー
ツ
教
室

と
　
き
　
2
／
2
6
　
（
土
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

材

料

代

　

6

0

0

円

定
　
員
　
2
4
名
　
（
申
込
順
）

申
込
み
　
2
／
3
～
1
9
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

と
　
き
　
2
／
2
0
　
（
日
）1
3
時
～
1
6
時

と
こ
ろ
　
3
階
研
修
室

講
　
師
　
進
藤
　
幸
世
氏

定
　
員
　
2
0
名
（
申
込
順
）

材

料

代

　

3

0

0

～

8

0

0

円

申
込
み
　
2
／
3
～
1
3
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

な
お
、
作
品
見
本
（
材
料
代
参

考
）
　
は
事
務
所
に
あ
り
ま
す

白
菜
キ
ム
チ
作
り

＆
韓
国
料
理

と
　
き
　
2
／
1
9
　
（
土
）

1
0
時
～
1
3
時
3
0
分

※
2
／
1
8
　
（
金
）
　
1
3
時
3
0
分
の

準
備
へ
の
参
加
が
必
要
で
す

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

講
　
師
　
大
韓
民
国
民
団
泉
北
支

部
婦
人
会

定
　
員
　
2
4
名
（
申
込
順
）

材

料

代

　

1

5

0

0

円

申
込
み
　
2
／
3
～
1
2
に
材
料
代

●

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

【
主
催
】
忠
岡
町
働
く
婦
人
の
家

忠
岡
町
国
際
交
流
協
会

忠
岡
町
人
権
協
会

骨
髭
粗
症
予
防
料
理

と
　
き
　
3
／
1
8
　
（
金
）1
0
時
～
1
3
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

材

料

代

　

5

0

0

円

内
　
容
　
海
老
と
彩
野
菜
・
高
野

豆
腐
の
ミ
ル
ク
煮
二
巣

ゴ
マ
プ
リ
ン

定
　
員
　
3
0
名
　
（
申
込
順
）

申
込
み
　
2
／
3
～
2
7
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

2
月
の

絵
本
読
み
聞
か
せ
会

2
／
8
　
（
火
）

忠
岡
幼
稚
園
　
1
2
時
4
5
分
～

2
／
1
7
　
（
木
）

忠
岡
保
育
所
　
川
時
～

2
／
2
8
　
（
月
）

東
忠
岡
幼
稚
園
　
1
3
時
～

◎
参
加
無
料

◎
対
象
は
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、

祖
父
母

【
間
】
忠
岡
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

（
束
忠
岡
保
育
所
所
長
大
和
）

℡

3

3

・

6

7

0

0



町長に報告に訪れた山郷選手（右から2人目）

第9回ファイナルカップ球技大会
主催　子とも会育成者連絡協議会

【1／9　忠岡新浜緑地公園】

ソフトボール、キックベースボール

なかよく青空ガ優勝！
ソフトボール　　準優勝中　央　　●

キックベースボール　準優勝　馬　瀬

【問】忠岡町文化協会

（事務局）℡33－1151

と　き　2月13日（日）13時開演（12時30分開場）

ところ　ふれあいホール（シビックセンター南館2階）

【プロプラム】
1．ひこうせん

大丈夫、笑顔のまんま

明日元気になあれ

2．児童合唱教室バンビーナ

花まつり、祇園祭、YELL

3．ラ・プリマヴューラ

童神、Tonlght、花

4．コールアサレア

桜の粟、ありがとう、

シャル・ウイ一・タンス

5．忠岡ウインドアンサンブル

青い山脈、相湖

6．メインゲスト

K’s cafe（ケースカフェ）

涙そうそう

見上げてこらん夜の星を

上を向いて歩こう

蘇州複曲、ハナミズキ

星空の下で想うコト（大野賢治）

月夜の風（居合　健）

非馬（二胡古典）

川の流れのように　ほか

7．全員合唱『故郷』

主催　忠岡町文化協会　　共催　忠岡町／忠岡町教育委員会

（21）　Ho532　201121

K－s eafe

ギターの居倉　健

が中心のユニット

で、力強い大野賢

治を交え、さらに

二胡奏者木村ハル

ヨを加えてパワー

アップ

▲居倉　健（ギター）

■大野賢治（ボーカル）

▼木村ハルヨ（二胡）

★
日
　
時
　
3
月
1
3
日
（
日
）
午

前
1
0
時
発
走
【
小
雨
決
行
】

★
コ
ー
ス大
津
川
河
川
公
園
周
回 認以フ牒

第
3
2
回

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
関
西
大
会

金
貨
　
山
郷
　
紗
希
選
手

（
H
I
S
A
E
バ
ト
ン
ス
タ
ジ
オ
）

二
回
日
の
全
国
大
会
へ

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

2
0
1
0
年
田
村
杯

第
3
8
回
大
阪
冬
季

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

優
勝
　
坂
井
　
勇
仁
選
手

【
2
h
コ
ー
ス
】

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
低
学
年
）

②
小
学
生
低
学
年
の
部

【
3
k
m
コ
ー
ス
】

③
小
学
生
男
子
の
部

④
小
学
生
女
子
の
部

⑤
一
般
男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

⑥
一
般
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

【
1
0
h
コ
ー
ス
】

⑦
一
般
男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

⑧
一
般
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

★
参
加
費
　
無
　
料

★
申
込
期
間
　
～
2
／
1
9

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
先
月
広
報
で
8
k
m
と
あ
っ
た
の

は
、
1
0
血
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。



敏一忠岡町放課後子とも教室

キッズクラブ児童募集
放課後に、学年の違う子ともたちが一緒になって、地域ボラ
ンティアの方と勉強や遊べる「子どもの居場所」作りを目指し

た放課後子ども教室です。たくさんのボランティアをつうじて

いろいろなことが体験できるキッズクラブは子どもたちや保護

者からも大変好評です。みんなの参加を待っています！

●

●

●対　　象　忠岡町在住の新小学1年生から新6年生の児童

●定　　員　50名（申込多数の場合は抽選）

●開講期間　平成23年4月～平成24年3月（1年間）

☆祝日・お盆・年末年始、気象警報発令時、災害時等必要の

あるときは休講

●開講時間　毎週木曜日と金曜日の学校終了時から17時まで

☆夏休み・冬休み・春休みの問は13時から17時まで

●糞　用　基本的に無料（傷害保険料として1人600円／年）

☆ただし、参加教室により教材重・食材費等が必要となりま
す（参加希望者のみ、その都度徴収／だいたい100～200円）

●申込方法　往復はがきによる申込　2月4日髄～3月4日㈱必着
・往信裏面に、①児童氏名、②氏名ふりがな、③性別、④生年

月日、⑤新学年、⑥学校名、⑦住所、⑧保護者氏名、⑨日中

連絡先（携帯可）、⑬ファックス（ある場合）を記入。
・返信表面に、ご自分の住所、氏名を記入の上、下記まで。

★宛先　〒595－0805泉北郡忠岡町忠岡棄1－34－1忠岡町児童

【22年度実施教室】

活動の様子はホームページで紹介。

★無料教室　英会話・俳句・科学実
験・大正琴・パソコン・映画鑑
昌・自習・プール・プラ・ニュ
ースポーツ・コーヤ作り・イベ

ント等

★有料教室　お茶・お花・手芸等

館『キッズクラブ』係

【お問い合わせ先】

忠岡町教育委員会　℡22－1122

（月曜～金曜　9時～17時30分）

忠岡町児童館　　　℡22－8602

（水曜～日曜　9時～17時）

◎地域ボランティアさんを募集しています。詳しくは児童館まで。

・・・・◆役拐の各種相談◆・－一一一一・

【法律相談】2／23（湘13　30～

役場3階交流センター　当日9時から
電話受付（先着6名）

自治推進課　℡22－1122

【行政相談】電話受付（自治推進課）
℡22－1122

【人権相談】2／15（火）13　30～15　30

いきがい支援課横相談室10日休）まで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

※人権相談については5階人権平和室

で随時相談に応じています。

【労働相談】2／17休）13　30～15　30

いさかい支援課横相談室　直接会場へ

【消責生活専門相談】毎週火・木曜日13
00～16　00（受付15　30まで）役場

3階ミーティングルーム　直接会場へ

【女性の悩み】2／16（水）1330～1600

文化会飴3階相談室10日休）16　DOま

でに文化会館事務所に電話申込

文化会館　事務所　℡33－1151

【児童・障害児相談】

すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【介護・高齢者福祉】

地域包括支援センター　　　℡32－0294

【老人介護支援センター】　℡46－7200

24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただお

か（特別養護老人ホームピープルハウ
ス忠岡内）

◆総合福祉センター◆
℡22－0350

●なつかしの映画会2／1㈹13：30～

●節分の日の集い　2／3㈹11：00～

●バンパー会　　　2／8伏）13：30～

●カラオケ会　　　2／15㈹13．30～

●編み物教室　　　2／22㈹11．00～

☆民謡踊り教室　月・水・金13：30～

☆囲碁・将棋　　火・木　13：00～

☆大正琴　　　　第1・3木10：00～

☆ハワイアンプラ　　金　10：30～

l　◆乗忠岡老人し宗警告67
i☆カラオケクラブ　月～金13・00～

L霊羞霊屋孟夏ラブ　月1…0～

火　10：00～

高齢者の生きがいと健康づくり推進事巣

【間】社会福祉協議会　℡31－1666

＝生きがいと健康づくりの広場＝

と　き　2月23日（水）13時～14時

ひざ関節症について

塩川先生（聖祐病院）

【福祉センター寄贈品】
・もち米15kg

前川　安雄様（高月南1丁目）

Ho532　201121（22）
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℡　20－0331

fax20【0335

No532　　2011　21（23）

●

1
3
時
1
5
分
～
3
0
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

予
防
接
種
…
母
子
手
帳

健
　
　
診
…
母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

2
／
2
5
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
【
受
付
】

丁
…
三
二

▼
B
C
G

2
／
川
　
（
木
）

1
3
時
1
5
分
～
3
0
分
【
受
付
】

対
象
…
生
後
6
ヵ
月
未
満

★
B
C
G
は
4
ヵ
月
健
診
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
（
個
別
通
知
）

★
4
ヵ
月
健
診
ま
で
に
接
種
を
希

望
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母
と
子
の

教

　

室

－
て
∴
阿
凶

▼
3
歳
6
カ
月
児
健
診

2
／
1
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
1
歳
6
カ
月
児
健
診

2
／
3
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
健
診

2
／
1
0
　
（
木
）

▼
離
乳
食
講
習
会
（
予
約
不
要
）

2
／
川
（
木
）
　
1
4
時
～
【
受
付
】

▼
園
庭
開
放
（
雨
天
中
止
）

2
／
1
7
　
（
木
）
　
1
0
時
～
正
午

忠
岡
保
育
所

▼
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

3
／
4
・
1
1
・
1
8
・
2
5
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ

3
／
4
・
1
1
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

※
2
～
4
ヵ
月
頃
の
赤
ち
ゃ
ん

【
予
約
受
付
2
／
4
か
ら
】

▼
お
母
さ
ん
の
勉
強
室

～
か
し
こ
く
育
つ

お
も
ち
ゃ
選
び
の
さ
め
て
～

2
／
2
4
（
木
）
1
0
時
3
0
分
～
正
午

【
予
約
受
付
2
／
4
か
ら
】

了
≡
…
言
一

▼
健
康
相
談

2
／
1
4
・
2
8
　
（
月
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
健
康
料
理
教
室

2
／
2
1
　
（
月
）
　
1
0
時
～

対
象
‥
6
0
歳
以
上
の
方

▼
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
教
室

2
／
2
2
　
（
火
）
　
1
0
時
～

●
対
象
…
男
性
（
年
齢
制
限
な
し
）

▼
歌
体
操

2
／
2
2
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

対
象
⊥
口
同
齢
者

▼
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

2
／
2
3
　
（
水
）
　
川
時
～

【
予
約
受
付
は
2
／
4
か
ら
】

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
＼
＼
y
O
r
k
？
n
e
ご
p

【
予
約
制
の
行
事
】
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
子
育
て
講
座

◎
ひ
な
祭
製
作

2
／
1
4
　
（
月
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
受
付
…
2
／
9
（
水
）
※
】

◎
ク
ッ
キ
ン
グ

～
名
月
堂
さ
ん
と

本
格
和
菓
子
づ
く
り
～

3
／
7
　
（
月
）
　
9
時
3
0
分
～
正
午

2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
受
付
‥
・
2
／
2
2
（
火
）
※
】

▼
2
月
の
お
誕
生
会

2
／
8
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

2
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
【
受
付
…
2
／
2
（
水
）
※
】

★
2
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
み

▼
ご
っ
こ
遊
び
ご
招
待

2
／
2
5
　
（
金
）
　
1
4
時
～
1
5
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
受
付
…
2
／
1
8
（
金
）
※
】

▼
ひ
な
祭
り
会

～
園
児
と
い
っ
し
ょ
に

参

加

し

よ

う

！

～

3
／
1
　
（
火
）
　
1
0
時
～

0
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
受
付
…
2
／
2
1
（
月
）
※
】

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

（
要
電
話
予
約
）

2
／
1
5
　
（
木
）

受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

★
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
・

相
談

抗
体
検
査
　
2
／
9
・
2
3
　
（
水
）

9
時
3
0
分
～
1
1
時

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

随
時
（
要
電
話
予
約
）

※
1
0
時
～
1
3
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
、
そ
の
後
抽
選
で
は
す

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
出
前
保
育

2
／
1
0
　
（
木
）
　
川
時
～

0
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
会
　
場
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
・
児

童
館

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

2
／
2
（
水
）
・
4
（
金
）
・
9
（
水
）

川
時
～
1
1
時
3
0
分
（
0
歳
以
上
）

天
候
や
諸
事
情
に
よ
り
行
事
の
中

止
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
寮
す
の
で
こ
了
承
く
だ
さ
い
。



：＝＝＝：2月の行事カレンダー＝

日 佇��火 ��R�木 仞��土 

、む＿・しこ √ン←JL r‾－‾‾てヨ ���u3�8�dD����2 �2�x��8�c�����4 ⑳10：00～ 迭�

一般ゴミ㊤ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 

6 途�8 湯�10 ���ﾉｩ)�ｽ��,ﾉ?｢�12 
・おもちゃの病院 ����.ｸ､ｩ_｢� � 

㊦10：00～ �s���c������3�8�c�X����T$4y�ｨ霻�u3�8�c3�����ﾓ���c�����

一般ゴミ㊤ �ｩLｨ587鑼r� ��YLｨ587��r�一般ゴミ⑧ 

．13 ��B�15 ��b�17 ����19 
・町民畜楽祭 �� �� ��

⑳13：00～ （21P参照） l ��ﾓ�8�c3����u9�T���� ���#%��｢�◆園庭開放 　㊥1D：00～ �3���c�����

一般ゴミ㊨ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

20 �#��22 �#2�24 �#R�26 
：・泉州国際市民マ �� �� ��

フノノ （2P参照） �3��������◆歌体操 　⑳13：30～ ���7x8ｸ5ﾈ�ｸ8ﾈ5�6r�◆お母さんの勉強 室⑳10二30～ �?ｨu3���C�����xs�H�c�����

一般ゴミ㊨ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂R�一般ゴミ⑧ 

27 �#��3／1 

ル　⑳9：80～ �3�8�c3����㊦10：00～ 

一般ゴミ④ 

【ゴミ収集日の凡例】
一般コミ㊤‥馬瀬、北出、高月南、高

月北
00般コミ⑧・新浜、忠岡南・中・北・棄

ペット（西側）　南海線西側

ペット（東側）　南海線東側

缶・ピン（西側）南海線西側

缶・ピン（東側）南海繰東側

⑳役　場㊥讐ンタ撃㊧児童館㊤禦㍑い

㊤歪至言ヱ㊥文化会館⑪志育男㊦青畳、遠

㊨警今攣些㊨新浜緑地㊨悪書票②腎聖、盲

◆＝予約が必要です。

人口18′289人（－11人）

男　8′870人（－10人）

女　9′419人（－1人）

世帯　　7．582（一10）

≪2010年12月末現在≫

粗大ごみ申込みセンター

電　話

0800－123－5353

ファックス（聴覚障害者用）

0800－500－5300

あ
さ
す
に
注
土


